
※表示してある数値は四捨五入しています。 （　）内は構成比 

町の歳出（出て行くお金）はどんな状況？ 
　入ってきたお金はどのように使われるのでしょうか？今度は歳出（出て行くお

金）について見てみましょう。町では、道路を作ったり、子育てや福祉にお金を使

ったり、さまざまな事業にお金を使っています。では、目的別に何にお金を使って

いるのか簡単に説明すると次のようになります。 

町財産の管理、選挙、電算処理に
関すること 
税金や戸籍に関すること 

予算外の支出または予算超過の支出に充
てる予算 

高齢者、障がい者、児童の福祉に
関すること 

ごみ処理や病気の予防などに関
すること 

農業や林業に関すること 

商業、工業や観光に関すること 

道路、河川などの整備に関する
こと 

消防や救急活動など 

小学校、中学校や公民館などに
関すること 

災害箇所の工事など 

借入金の返済 

 

町議会に関すること 

事業内容 

９億1,227万円 

14億5,374万円 

６億8,752万円 

２億6,324万円 

１億83万円 

６億5,085万円 

２億3,851万円 

５億2,202万円 

610万円 

７億8,701万円 

1,000万円 

8,578万円 

予算額 

総務費 

民生費 

衛生費 

農林水

産業費 

商工費 

土木費 

消防費 

教育費 

災害復

旧費 

公債費 

予備費 

議会費 

款　別 

目的別歳出予算と主な事業内容（一般会計） 

議会費 

総務費 

民生費 

衛生費 

農林水産業費 

商工費 

土木費 

消防費 

教育費 

災害復旧費 

（0.1％） 

公債費 

予備費 

（0.2％） 

歳出（目的別） 
57億1,787万円 

 

平成22年７月 平成22年７月 4

（1.5％） 

（15.9％） 

（25.4％） 

（12.0％） 

（4.6％） 

（1.8％） 

（11.4％） 

（4.2％） 

（9.1％） 

（13.8％） 



公営企業会計 

特定の事業に使うお金を扱う会計 
特　別　会　計 

　町の通常の出し入れをするお金は一般会計ですが、特定の事業のために使うお金は特別会計、公営企

業会計という会計で事業を行っています。特別会計とは、そのサービスの提供から得られる料金などの

対価によって支出を賄う場合、一般会計とは別に経理するものです。病院は地方公営企業と呼ばれ、企業

会計によって経理されます。主な事業においてどのくらい使われるのかをまとめてみました。 

　これからの自治体財政は、歳入が伸び悩み、歳出が増加するという事態を想定しながら、住民に

質の高い行政サービスを提供するという自治体の役割を果たしていくことが重要だと考えます。

厳しい財政状況ですが、町の発展のために、最小の経費で最大の効果を挙げる努力をし、夢あふれ

人と地域が輝くまちづくりを目指していきます。これからも町民のみなさんのご理解とご協力を

よろしくお願いします。 

奨学金貸与 
事業会計 

介護保険 
事業会計 

老人保健 
事業会計 

国民健康保険 
事業会計 

町立病院 
事業会計 

後期高齢者 
医療事業会計 

春富財産区 
特別会計 

特定地域生活 
排水処理 
事業会計 

下水道 
事業会計 

簡易水道 
事業会計 

住宅用地造成 
事業会計 

特別養護 
老人ホーム 
事業会計 

予算額565万円 
対前年度（△20.3％） 

予算額14億6,772万円 
対前年度（2.8％） 

予算額1,360万円 
対前年度（277.9％） 

予算額15億7,017万円 
対前年度（1.0％） 

予算額１億８万円 
対前年度（5.6％） 

予算額3,802万円 
対前年度（3.1％） 

予算額525万円 
対前年度（△64.7％） 

予算額４億7,327万円 
対前年度（1.1％） 

予算額９億436万円 
対前年度（1.6％） 

予算額１億5,106万円 
対前年度（4.4％） 

予算額28万円 
対前年度（増減なし） 

予算額8,582万円 
対前年度（△22.6％） 

※表示してある数値は四捨五入しています。（　）内は対前年度比 

まとめ 

問い合わせ先　本庁 総務課 財政係　�0968・86・5720（ダイヤルイン） 

和水町の財政については町のホームページでも公開しています。 

平成22年７月 平成22年７月 5

平成22年度 

予算特集 




